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知的障害生徒における「人間関係の形成」を目的としたうつ伏せ体操の取組

The approach of lying down on one's belly exercises for the purpose of "the formation of human 
relations" in students with intellectual disabilities 
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Ⅰ．問題と目的 

令和４年度 文部科学白書によると「特別支援学校の在

籍者数（幼稚部・小学部・中学部・高等部）は約 14.9 万

人（令和 4 年 5 月 1 日現在），特別支援学級の在籍者数

（小・中学校）は約 35.3 万人（同年 5 月 1 日現在）」(文
部科学省, 2023, pp.136-137）となっており，特に，高等

部の知的障害生徒の大幅増加も示唆されている（前掲書，

p.139）。 
そのため，知的障害のある生徒が学校生活を安定して

送るための活動も求められると推察される。 
 そこで，著者らは，リラクセーション効果が得られる

と思われるうつぶせの姿勢に着目した。 
これまで，うつ伏せに関する研究を概観すると，柔軟

性の低い大学生に対してうつ伏せをとることで体幹柔軟

性の改善が得られる傾向が見られた報告（佐藤・大宮，

2015）や，高齢者に対してうつ伏せに取り組み，リラッ

クス効果が期待できる報告（大宮，2023）が見られた。

しかし，教育現場で取り組まれている報告は見られなか
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った。 
 うつ伏せにおいて期待できるリラックス効果をより促

進するひとつの方法として，身体接触（ボディタッチ）

が考えられる。山口（2014）は，皮膚をなでることによ

ってオキシトシンという生理物質が脳内で分泌され，快

の気分を生じさせる可能性があり，相手との親密な人間

関係の構築に役立つことを示唆している。また，小島

（2020）は保育園の対人関係のトラブルや落ち着きのな

い子どもにタッチケアを行った。その結果，子ども同士

が仲良く遊ぶようになり，落ち着きや不安感がなくなり

集中することができたことを述べている。保育に関する

研究において，櫻井（2015）は，保育園では保育上困難

な子どもの在籍率が増加し，特別な支援を要する子ども

への対応が求められていることを指摘している。保育上

困難な子どもの特徴として，木村ら（2011）は，状況へ

の順応性の低さや，落ち着きのなさをあげている。また，

池田ら（2007）は，ことば・コミュニケーション，行動，

社会性・対人関係，情緒，他児とのトラブルに問題があ

ると述べている。これらの保育上困難な子どもに対して

早期の段階から個々に合わせた特別な支援の工夫が重要

であり，子どもの生活面の背景や行動面の要因を多角的

に捉え，広く対応していくことが重要であると考えられ

る。こうした状況に鑑み，先に述べたリラックス効果が

期待できるうつ伏せと，人間関係の構築に役立つ身体接

触（ボディタッチ）を相互に組み合わせることにより，

有効な支援となり得るのではないかと考えられる。 
これまで，医療や福祉の分野においてうつ伏せや身体

接触（ボディタッチ）のそれぞれの研究知見や成果は見

られるが，うつ伏せと身体接触（ボディタッチ）を組み

合わせた取組の知見は見られない。また，うつ伏せや身

体接触（ボディタッチ）のそれぞれの研究方法に着目す

ると，支援者と対象者の取組に留まり，対象者同士の取

組に視点を当てた研究は見られなかった。 
そこで本研究では，特別支援学校に在籍する自閉症ス

ペクトラム障害（以下，ASD）生徒とダウン症生徒同士

が，うつ伏せと身体接触（ボディタッチ）を組み合わせ

た「うつ伏せ体操」に一定期間取り組み，行動的側面と

生理的側面の両面の知見からうつ伏せ体操の有用性を検

討することを目的とした。 
 

Ⅱ．方 法 

本研究では二つの取組（「ASD生徒とダウン症生徒ペ

アのうつ伏せ体操と机運びの取組」と「情緒の安定を目

指したASD生徒とダウン症生徒ペアのうつ伏せ体操の取

組」）を取り上げ，以下順に「対象生徒と支援期間・支

援内容」，「分析の視点」の順に記す。なお，支援者

（以下，教員）は全て第一筆者でA県B特別支援学校の男

性教員（勤務経験24年）である。 
なお，行動的側面と生理的側面の知見の関係性を分析

するために，藤澤（2022）の「感覚刺激によって誘発さ

れる反応系の模式図」を参考にする。 
 
１．ASD 生徒とダウン症生徒ペアのうつ伏せ体操と机運

びの取組 

１）対象生徒と支援期間・支援内容 

 対象生徒は特別支援学校中学部１年生男児生徒２名で

あった。一人は ASD 生徒であり，もう一人はダウン症生

徒であった。生徒の一覧を表１に示す。 
 

表１．うつ伏せ体操と机運びの取組の対象生徒 

 
 

生徒２名に共通する実態として，物事や活動への集中

が難しくなる場面があることや，相手の思いを受け止め

ること，良好なコミュニケーションをとることに課題が

あった。２名の IQ（WISC-Ⅳ知能検査の全 IQ 値を採用

した) は，45～52 であり，身の回りの簡単な言語であれ

ば指示がほぼ理解できた。 
 支援期間は 20XY 年５月中旬の午後の自立活動の指導

の中で計５回実施された。１回の実施時間は約 10 分であ

った。支援内容として，図１に示すように教室内にセラ

ピーマットを２枚敷いて，その上にされる側の一人の生

徒がうつ伏せになり，する側のもう一人の生徒が背と腰

を手で触れて左右（うつ伏せになっている生徒の正中線

に対して）に軽く揺する体操をまずは５分間実施された。

次にされる側とする側が役割を交替して，同様に５分間

実施された。 
 ペアでのうつ伏せ体操終了直後に，図２に示すように

２名の生徒が教室内にある机を協力して廊下までの約５

～６m の距離を運ぶ課題を実施した。また，取組前には， 

対象生徒 性別 生活年齢 IQ 障害・行動特性等

ASD 男 13歳0か月 52
情緒不安定になると，多動になり物事への集中が難しい場面がある。
自分の思いと違うと，他人を叩くことがある。一方的に話すことが多
く良好なコミュニケーションをとることに課題がある。

ダウン症 男 12歳5か月 45
気になる対象物を見ると，活動への集中が難しい場面がある。相手の
思いを受け止めることに課題がある。自分の思いを言葉で表現するこ
とに課題がある。
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図１．うつ伏せ体操に取り組む生徒の様子 

 
図２．協力して机を運ぶ生徒の様子 

 
ペアでのうつ伏せ体操の手順を教員が見本で示し，生徒

２名で協力して机を廊下まで運ぶように説明した。なお，

うつ伏せ（腹臥位）は仰向け（仰臥位）に比べて筋緊張

が緩和する姿勢である（富田，2010）。併せて，仰向け

の取組にすると，する側は腰ではなく，腸骨の辺りを揺

する援助になり，される側が極度にくすぐったがること

があった。そのため，可能な限り生徒たちがくすぐった

がる感覚受容が少ないと思われるうつ伏せでの背と腰を

揺するように計画した。 
取組の目標として，一定時間相手と協力してうつ伏せ

体操や机運びに取り組むこととした。 
 

２）分析の視点 

(1)５回のペアでのうつ伏せ体操を通して，生徒同士のや

りとりの変容を分析した。 
(2) ペアでのうつ伏せ体操直後の生徒同士の机運びの様

子をまとめ，考察を加えた。 
(3)上記(1)と(2)の知見の関連性を分析した。 
 

２．情緒の安定を目指した ASD 生徒とダウン症生徒のペ

アでのうつ伏せ体操の取組 

１）対象生徒と支援期間・支援内容 

 対象生徒は特別支援学校中学部２年生男児生徒４名で

あった。うち二人は ASD 生徒であり，残り二人はダウン

症生徒であった。生徒の一覧を表２に示す。 
 

表２．ペアでのうつ伏せ体操の取組の対象生徒 

 

 
生徒４名に共通する実態として，自分の思いと違うと

自分の気持ちに折り合いがつけることが難しく，情緒不

安定や気持ちが高揚する場面があることが窺えた。４名

の IQ（WISC-Ⅳ知能検査の全 IQ 値を採用した) は，48
～60 であり，身の回りの簡単な言葉であれば指示がほぼ

理解できた。 
 支援期間は 20XY 年５月中旬～６月中旬にかけての午

後の自立活動の指導の中で計 20 回実施された。１回の実

施時間は約５分であった。 
特別支援学校では，障害による学習上又は生活上の困

難を改善・克服するための指導として自立活動（「健康

の保持」「心理的な安定」「人間関係の形成」，「環境

の把握」「身体の動き」「コミュニケーション」の６区

分が設定されている）を主とした教育課程が展開されて

いる（文部科学省，2018）。通常の小・中学校では生活

年齢に合わせて系統的・段階的に教育が進められている

が，障害のある児童生徒の場合，その障害によって学習

場面や日常生活において様々なつまずきや困難が生じる。

そのため，小・中学校等の児童生徒たちと同様に生活年

齢に即して教育するだけでは十分とは言えず，児童生徒

対象生徒 性別 生活年齢 IQ
心拍数

(拍/分)
障害・行動特性等

ASD１ 男 13歳4か月 54 81

活動の見通しがもてないときや自分の思い通りにならない
と，情緒不安になり室内を歩きまわることがある。体調に
よってぼんやりしていることが多く，活動への集中が持続
しないことが多い。

ASD２ 男 13歳7か月 60 85
コツコツと努力して活動に取り組める一方，「○○はこう
でなければならない」という気持ちがあり，それに沿わな
いことがあると声を荒げることがある。

ダウン症１ 男 13歳6か月 54 80

集団への参加が苦手であり，自分のペースで物事を進めよ
うとするところがある。自分のやりたくない活動の時は，
故意に他の活動をしたり，その場に座り込んで動こうとし
ない場面がある。

ダウン症２ 男 13歳2か月 48 86
自分の気持ちや思いを言葉で伝えることに課題があり，そ
の際に下を向いて黙り込んでしまうことがある。自分の思
いと違うとこわばった表情や泣いたりすることがある。
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たちの個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善

・克服するための指導が必要となる。それが「自立活動

の指導」であると考えられる（藤澤ら，2021）。 
支援内容として，前節の「ASD 生徒とダウン症生徒ペ

アでのうつ伏せ体操と机運びの取組」と同様に教室内に

セラピーマットを敷いて，その上にされる側の一人の生

徒がうつ伏せになり，する側のもう一人の生徒が背と腰

を手で触れて左右（うつ伏せになっている生徒の正中線

に対して）に軽く揺する体操が５分間実施された（同日

に役割交替はせず，される側とする側の取組日を別日に

設定したため，される側は計 10 回，する側計 10 回の合

計 20 回とした）。 
 取組前の生徒が椅子に座った状態での心拍数とうつ伏

せ体操終了５分後のされる側とする側の生徒の心拍数を

パルスオキシメーター（パルフィス  WB-100，日本精密

測器株式会社製）で計測して記録した。 
取組の目標として，一定時間情緒を安定させ，落ち着

いて相手とうつ伏せ体操に取り組むこととした。 
 

２）分析の視点 

(1)10 回の取組における取組前の生徒が椅子に座った状態

での心拍数とうつ伏せ体操終了５分後のされる側とする

側の生徒の心拍数（拍/分）の平均値をそれぞれ算出し，

変容を t 検定により分析した。 
(2)取組中の生徒の特徴的な様子をまとめた。また，全取

組終了直後に教員が対象生徒に「今日でうつ伏せ体操は

終わりです。うつ伏せ体操に取り組んでみて，どうでし

たか？」と尋ね，生徒の感想をまとめ，考察を加えた。 
 

３．総合考察における分析の視点 

(1)藤澤（2022）の「感覚刺激によって誘発される反応系

の模式図」を参考にした「うつ伏せ体操の身体接触によ

り誘発される反応系の模式図」に，二つの取組の結果を

照らし合わせて，動的側面と生理的側面の知見の関連性

を分析した。 
(2)上記の関連性の分析結果から，うつ伏せ体操活用の有

用性や課題について考察した。 
 
４．倫理上の配慮 
 研究の実施にあたり，国立大学法人鳴門教育大学人を

対象とする医学系研究等に関する倫理審査委員会の承認

に基づき，研究主旨や方法について対象生徒及びその保

護者，A 県 B 特別支援学校長によく説明を行い，その承

諾を得た。本研究の公正さに影響を及ぼすような利益相

反はない。 
 

Ⅲ．結果と考察 

１．ASD 生徒とダウン症生徒ペアでのうつ伏せ体操と机

運びの取組 
ペアでのうつ伏せ体操に着目すると，１回目では ASD

生徒もダウン症生徒もうつ伏せになり，背や腰を揺すら

れると，くすぐったがることが多く，落ち着いて取り組

むことができなかった。２回目の開始直後に ASD 生徒は

腰を揺すられると，少しくすぐったくする素振りを見せ

た。しかし，ダウン症生徒が ASD 生徒に「大丈夫？」と

声をかけると，ASD 生徒は「大丈夫」と応え，徐々に揺

すられることに慣れて落ち着いて取り組めるようになっ

た。ダウン症生徒はする側もされる側も開始から終了ま

で落ち着いて取り組めた。３回目には，ASD 生徒もダウ

ン症生徒も背や腰を揺すられてもくすぐったがることは

なく，比較的ゆっくりのペースで背や腰を揺することが

でき，落ち着いて取り組めた。４回目には，ASD 生徒も

ダウン症生徒も相手の様子を見て，時には「気持ちい

い？（ASD 生徒の声かけ）」や「大丈夫？（ダウン症生

徒声かけ）」などの声かけをしながらゆっくりのペース

で背や腰を揺する様子が観察された。５回目には取組の

途中において，される側の ASD 生徒が「（揺するスピー

ドを）速く」とする側のダウン症生徒に言うと，ダウン

症生徒は揺するスピードを速める場面が見られた。また，

される側のダウン症生徒が「（揺するスピードが速かっ

たため）痛い」と言うと，する側の ASD 生徒は「ごめん

ね」と言って，スピードを遅くして揺する場面が見られ

た。その後，SD 生徒が「〇〇君，ゆるゆる気持ちいい？」

とダウン症生徒に言うと，ダウン症生徒も「気持いい」

と応える場面が見られ，ASD 生徒もダウン症生徒も相手

の様子に合わせてペースを変えて背や腰を揺する様子が

窺えた。 
うつ伏せ体操終了直後の机運びの様子に着目すると，

１回目には，ダウン症生徒はすぐに机運びに取り組んだ。

しかし，ASD 生徒は教室内を歩き回り，教員が何度か

「机を運んでね」と伝えないと，取り組もうとしなかっ

た。また，二人で机を運ぶ際，机が斜めに傾き，移動ペ

ースが合わなかったので，教員も一緒に持って廊下まで

運んだ。２回目以降，うつ伏せ体操終了直後に ASD 生徒

もダウン症生徒も主体的に机運びに取り組むことができ

た。２回目では二人で教室内の机の両端をそれぞれ持っ

て廊下まで運ぶ際，運ぶペースが合わずに机が斜めに傾

き２回ほど床に落としたが，最後まで協力して運ぶこと

ができた。３回目には，机が斜めに傾いたが，二人で協

力して床に落とさずに運ぶことができた。４回目には，

机を運ぶ際，ASD 生徒もダウン症生徒もゆっくりのペー

スであるが，机をほぼ水平に近い状態に保ち床に落とさ

ずに運ぶことができた。５回目には，ASD 生徒もダウン

症生徒もゆっくりのペースであるが，相手の運ぶ歩幅や

ペースに合わせて机を水平に保ち床に落とさずに運ぶこ

とができた。 
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取組の目標として，一定時間相手と協力してうつ伏せ

体操や机運びに取り組むこととしていた。ASD 生徒もダ

ウン症生徒も相手の様子に合わせて一定時間背や腰を揺

する様子や相手の運ぶ歩幅やペースに合わせて机を協力

して運ぶ様子からも目標は達成できていた。 
 ペアでのうつ伏せ体操と机運びの関連性に着目する

と，うつ伏せ体操の１～２回目は，ASD 生徒やダウン症

生徒が背や腰を揺すられ，くすぐったがることがあり，

落ち着いて取り組むことに課題があった時期であった。

同時期の机運びにおいても，教員の「机を運んでね」の 
声かけがないと ASD 生徒が取り組もうとしなかったこと

や，運ぶペースが合わずに机が斜めに傾き２回ほど床に

落とすことがあり，課題が残った。３回目に，うつ伏せ

体操において両生徒がゆっくりのペースで背や腰を揺す

ることができ，落ち着いて取り組めるようになると，机

を落とさずに運ぶことができていた。また４～５回目に，

うつ伏せ体操において両生徒が相手の様子を気にしたり，

相手のペースに合わせて関わったりすることができるよ

うになると，机を水平に保ち落とさずに運んだり，相手

の歩幅やペースに合わせたりできていた。つまり全５回

では，両生徒が落ち着いてうつ伏せ体操に取り組めるよ

うになった⇒机を床に落とさずに運べるようになった⇒

うつ伏せ体操では相手の様子を見ながら関わることがで

きた⇒相手に合わせて机を水平に保ち運べるようになっ 
 

た，という経過を辿り，うつ伏せ体操と机運びの時期的

変容がパラレルで生じた。 
対象生徒２名の発達段階は５～６歳であり，相手と協

力して物事に取り組めるようになり，互いに意見を主張

したり反対に自分の欲求を押さえて妥協したりできる調

整力が高まる時期であったと考えられる。また言葉の表

現力も増していく時期でもあると思われる。しかし，両

生徒の共通する実態として，自分の思いを言葉で伝える

ことや表現することが苦手であり，相手の思いを受け止

めることに課題が残っていた。うつ伏せ体操では，主に

相手と言葉でのやりとりは少なく，手で強弱をつけて背

や腰を揺する身体を通した会話のやりとりであった。中

務（2005）は，認知機能が十分に駆使できない場合でも

対象物に触れる手指の活動は，積極的なコミュニケーシ

ョンを伴い活動へ取り組む気持ちや脳の活性化に大きく

影響していることを報告している。これらの知見に加え，

うつ伏せ体操に取り組むことにより，両生徒は相手のこ

とを気遣ったり（「気持ちいい？」「大丈夫」などの声

かけ），自己主張をしたり（「速く」「痛い」などの声

かけ）する場面も観察されたことから，相手への関心が

強まり，相手との結びつきが強まったのではないかと推

察される。その結果，うつ伏せ体操において両生徒の自

己調整力が高まり，背や腰を揺するスピード調整だけで

なく，直後の机運びでの歩幅の調整などが可能になり，

 

図３．ASD 生徒とダウン症生徒のペアでのうつ伏せ体操及び机運びの主な様子 

良好な人間関係の形成に繋がったと考えられる。 

 

２．ASD 生徒とダウン症男生徒ペアでのうつ伏せ体操の

取組 

この取組は，ASD１とダウン症１の生徒，ASD２と

ダウン症２の生徒がそれぞれペアになり実施された。  
 図４は，うつ伏せ体操のする側とされる側の前後にお

ける ASD 生徒２名の心拍数の平均値を示したものでる。

図中の左側がうつ伏せ体操をする側を，右側がされる側

を示している。各 ASD 生徒の平均値を折れ線グラフ表し，

ASD 生徒２名の平均値を棒グラフで表している。 
 する側の前後の心拍数に着目すると，ASD１と ASD
２共に取組前よりも取組後の心拍数が低かった（ASD
１の前 81.2（拍 /分）⇒後 71.6（拍 /分），ASD２の前

84.7（拍 /分）⇒後 81.7（拍 /分））。 t 検定により ASD
生徒２名の前後の心拍数の平均値の有意差をみた結果， 

うつ伏せ体操の主な様子 机運びの主な様子

１回目

ASD生徒もダウン症生徒も背や腰を揺すられ

ると，くすぐったがることが多かった。 １回目

ダウン症生徒はすぐに取り組んだが，教員が何度か「机を運んでね」と伝

えないと，ASD生徒は取り組もうとしなかった。机を運ぶ際，机が斜めに

傾き教員も一緒に持って廊下まで運んだ。

２回目

ASD生徒は取組開始に背や腰を揺すられると

くすぐったがるが，徐々に慣れていった。ダ

ウン症生徒は落ち着いて取り組めた。
２回目

うつ伏せ体操後すぐにASD生徒もダウン症生徒も主体的に取り組む。机を

運ぶ際，机が斜めに傾き２回ほど床に落とした。

３回目

ASD生徒もダウン症生徒もゆっくりのペース

で背や腰を揺することができ，落ち着いて取

り組めた。
３回目

うつ伏せ体操後すぐにASD生徒もダウン症生徒も主体的に取り組む。机を

運ぶ際，机が斜めに傾くが床に落とさずに運ぶことができた。

４回目

ASD生徒もダウン症生徒も相手の様子を見な

がらゆっくりのペースで背や腰を揺する。 ４回目

うつ伏せ体操後すぐにASD生徒もダウン症生徒も主体的に取り組む。机を

運ぶ際，ASD生徒もダウン症生徒もゆっくりのペースであるが，机をほぼ

水平に保ち床に落とさずに運ぶことができた。

５回目

ASD生徒もダウン症生徒も相手の様子に合わ

せてペースを変えて背や腰を揺する。 ５回目

うつ伏せ体操後すぐにASD生徒もダウン症生徒も主体的に取り組む。机を

運ぶ際，ASD生徒もダウン症生徒もゆっくりのペースであるが，相手の歩

幅やペースに合わせて机を水平に保ち床に落とさずに運ぶことができた。
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図４．うつ伏せ体操のする側とされる側の前後おける

ASD 生徒２名の心拍数の平均値 

 

 

図５．うつ伏せ体操のする側とされる側の前後におけ

るダウン症生徒２名の心拍数の平均値 

 
t(19)=4.12 となり，前よりも後の心拍数が有意に低かっ

た (p<0.01)。一方で，される側の前後の心拍数に着目す

ると，する側と同様に ASD１と ASD２共に前よりも後

の心拍数が低かった（ASD１の前 79.8（拍 /分）⇒後

69.7（拍 /分），ASD２の前 84.6（拍 /分）⇒後 76.5
（拍 /分））。 t 検定により ASD 生徒２名の前後の心拍数

の平均値の有意差をみた結果， t(19)=5.36 となり，前よ

りも後の心拍数が有意に低かった (p<0.01)。  
図５は，うつ伏せ体操のする側とされる側の前後おけ

るダウン症生徒２名の心拍数の平均値を示したものでる。

図中の左側がうつ伏せ体操をする側を，右側がされる側

を示している。各ダウン症生徒の平均値を折れ線グラフ

表し，ダウン症生徒２名の平均値を棒グラフで表してい

る。 
する側の前後の心拍数に着目すると，ダウン症１と

ダウン症２共に前よりも後の心拍数が低かった（ダウ

ン症１の前 80.1（拍 /分）⇒後 69.0（拍 /分），ダウン

症２の前 86.9（拍 /分）⇒後 74.8（拍 /分））。 t 検定に

よりダウン症生徒２名の前後の心拍数の平均値の有意差

をみた結果，t(19)=7.41 となり，前よりも後の心拍数が

有意に低かった (p<0.01)。一方で，される側の前後の心

拍数に着目すると，する側と同様に ASD１と ASD２共

に前よりも後の心拍数が低かった（ダウン症１の前

77.7（拍 /分）⇒後 71.2（拍 /分），ダウン症２の前

84.9（拍 /分）⇒後 73.5（拍 /分））。 t 検定により ASD
生徒２名の前後の心拍数の平均値の有意差をみた結果，

t(19)=6.35 となり，前よりも後の心拍数が有意に低かっ

た (p<0.01)。  
以上図４及び図５の結果を踏まえると，ASD 生徒及

びダウン症生徒のうつ伏せ体操をする側とされる側共に

前よりも後の心拍数が低いことが示唆された。  
ASD１とダウン症１の生徒，ASD２とダウン症２の

生徒のそれぞれペアの取組の様子に着目すると，両ペ

アとも全取組を通して，生徒たちはマットから一度も

離れることなく一定時間落ち着いて取り組めていた。

また，ASD１とダウン症１の生徒のペアでは，回を重

ねるごとにする側のダウン症１生徒がされる側の

ASD1 生徒に「気持ちいい？」と尋ねると，「気持ち

いい」とリラックスして応える場面が多く見られた。

さらに，する側の ASD1 生徒がされる側のダウン症１

生徒に「（揺するスピードは）速くない？」，「（揺

するスピードを）ゆっくりしようか？」などと尋ねる

と，「ちょうどいい」と応える場面が見られた。ASD
２とダウン症２の生徒のペアでもする側の ASD２生徒

がされる側のダウン症２生徒に「〇〇君，気持ちい

い？」と尋ねると，「いい（良い）」と応える場面が

多く見られた。また，する側のダウン症２生徒がされ

る側の ASD２生徒に「（揺すりながら）どう？」尋ね

ると，「とても気持ちいい」，「（揺することが）〇

〇君，上手やな」と応える場面が見られた。２つのペ

アともする側とされる側の生徒が相手の様子を気にした

り，相手のペースに合わせて関わったりすることができ，

一つ目の「ASD 生徒とダウン症生徒のペアでのうつ伏せ

体操と机運びの取組」と類似した様子が窺えた。全取組

終了直後の生徒の感想では，教員が「今日でうつ伏せ体

操は終わりです。うつ伏せ体操に取り組んでみて，どう

でしたか？」と尋ねると，４人の生徒が共通して「気持

ちよかった」と感想を述べた。また，生徒たちから「ま

たしたい（ASD１生徒とダウン症１生徒）」，「からだ

が軽くなった，リラックスできた（ASD２生徒）」，

「楽しかった（ダウン症２生徒）」と感想を述べた。 
うつ伏せ体操の前後の心拍数の変化を振り返ると，ど

の生徒も前よりも後の心拍数が低下した。自律神経活動

において心拍数の低下は，副交感神経線維からアセチル

コリンが放出され，心室の収縮力が低下して起こるもの

であり（Drew & Sinoway 2012），一般的に副交感神経

活動が活発になることが考えられる。また，うつ伏せ体

操取組中に，ASD1 生徒がとてもリラックスして応える
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場面やダウン症２生徒が「いい（良い）」と応える場

面が見られたこと，全取組終了直後に４人の生徒が共通

して「気持ちよかった」と感想を述べていた。これらの

ことからも生徒たちの副交感神経活動が優位に働き，リ

ラクセーション効果や落ち着き，集中等にも繋がってい

たのではないかと推察される。 
取組の目標として，一定時間情緒を安定させ，落ち着

いて相手とうつ伏せ体操に取り組むとしていた。全取組

を通して，生徒が一度もその場から離れることなく落ち

着いて取り組み，リラクセーション効果も見られたこと

から目標は達成できていた。 
 

Ⅳ．考 察 

図６は，藤澤（2022）の「感覚刺激によって誘発され

る反応系の模式図」を参考にして作成した「うつ伏せ体

操の身体接触により誘発される反応系の模式図」である。 
 

 

図６．うつ伏せ体操の身体接触により誘発される反応系の模式図（藤澤，2022, p.15 を一部改変） 

教育における感覚に関する研究の多くは，矢印①の

「感覚刺激（外部からのもの，環境）」から「教育で

重要な事柄（現実的なもの）」の実践が展開されてい

る（藤澤, 2022）。また，矢印⑦の「教育で重要な事柄

（現実的なもの）」の結果を踏まえ ,「個人の内面（体

内環境）」が推察されるが，それらの確かなエビデン

スの獲得までには至っていないのが現状である。 
 そこで，教育における実践の確かなエビデンスの確

保のため，矢印②が示すように，「感覚刺激（外部か

らのもの，環境）」から「身体反応」を分析している。

本研究では，身体反応として心拍数の生理的指標を取

り扱った。心拍数（生理的指標）と自律神経活動とは

相互関係があり（③と④），双方の表現と反映を捉え

ることができる。 
「個人の内面（体内環境）」は，気分や感情などの

情動を含む精神的な側面を示し，「身体反応」と密接

な相関関係にある（⑤）。「個人の内面（体内環境）」

の変化は，「教育で重要な事柄（現実的なもの）」に

影響を与える（⑥）。また，「教育で重要な事柄（現

実的なもの）」から「個人の内面（体内環境）」の変

化を窺うことができる（⑦）。しかし，確かなエビデ

ンスの獲得まで至らず，裏付けが難しい部分もある。 
「感覚刺激（外部からのもの，環境）」の影響は

「身体反応」として捉えることができ（②），医療等

の分野で検証される機会が多いと考えられる。一般的

に，「感覚刺激（外部からのもの，環境）」は「教育

で重要な事柄（現実的なもの）」では意識されないも

のであるが，重要な役割を担っており（①），主に教

育分野で検証され得るものである。そこで，「身体反

応」と「教育で需要な事柄（現実的なもの）」からの
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知見が相互に補完し合うこと（⑧）により，確かなエ

ビデンスの確保が可能になり，「感覚刺激（外部から

のもの，環境）」の効果を検証するのに役立つと考え

られる。 
本研究における一つ目と二つ目の取組では，対象生

徒や取組回数は異なるものの，両取組中の生徒たちの

落ち着いた様子や「気持ちいい」などの感想がほぼ同

様であり，類似した身体反応を呈していたのではない

かと推察される。つまり二つ目の取組は，一つ目の行

動的側面の取組をより実証するための生理的指標を用

いた実践であったと言える。 
図６の模式図に本研究の二つのうつ伏せ体操の取

組結果を照らし合わせると，「教育で重要な事柄（現

実的なもの）」では，両事例において生徒たちは一定

時間その場を離れずに取り組めていた。また，する側

とされる側の生徒が相手への気遣い，相手のペースに

合わせた身体を通した関わり，会話（「気持ちいい」

等）でのコミュニケーションなど良好な人間関係の形

成がなされていたと考えられる。一方で，「身体反応」

に着目すると，する側もされる側の両方の生徒の取組

前よりも取組後の心拍数が減少したため，副交感神経

が優位に働き，行動的側面を加味して「個人の内面

（体内環境）」でもリラクセーション効果や落ち着き，

集中等の様相を呈していたと考えられる。 
一つ目の「ASD 生徒とダウン症生徒のペアでのうつ

伏せ体操と机運びの取組」に着目すると，２回目以降，

うつ伏せ体操終了直後に ASD 生徒もダウン症生徒も主

体的に机運びに取り組むことができた。対象物に触れ

る手指活動は，積極的なコミュニケーションを伴い活

動へ取り組む気持ちや脳の活性化に大きく影響してい

ることが報告されている（中務，2005）。また，今回

生徒たちの行動的側面だけでなく，心拍数（生理的指

標）と自律神経活動との相互関係にも言及できた。大

宮ら（2016）は，大学生 17 名を対象に 15 分間腹臥位

（うつ伏せ）姿勢における呼吸数や心拍数を計測し，

呼吸数の減少や心拍数の増加傾向が見られなかったこ

とや，のんびりとリラックスした状態であったことを

報告している。この研究において大宮ら（2016）はリ

ラクセーション効果について受動的なリラクセーショ

ンというよりもリラックスしながら心身を活性化して

いくアクティブ・リラクセーションになり得ることを

示唆している。また，山口（2014）は皮膚をなでるこ

とにより生じる振動にはオキシトシンという生理物質

が脳内で分泌され，それが相手との親密な人間関係の

構築に役立つことや，癒しをもたらすことを報告して

いる。さらに，小島（2020）は保育園の落ち着きのな

い子どもにタッチケアを行った結果，子ども同士が仲

良く遊ぶようになったことや，オキシトシン，セロト

ニン分泌が促進されることが予想され，副交感神経系

が優位となり，落ち着きや不安感がなくなり集中する

ことができたと述べている。これらのうつ伏せの生理

的指標を交えた知見や，身体接触に関する知見は，

「ASD 生徒とダウン症生徒のペアでのうつ伏せ体操と

机運びの取組」の結果とも類似する部分があった。具

体的には生徒同士のうつ伏せ体操における身体接触が

リラクセーション効果等を生み，その結果良好な人間

関係の構築に繋がっていった。さらに，人間関係の形

成がその後の机運びにも良い影響をもたらしたのでは

ないかと考えられる。 
うつ伏せ体操活用の有用性として以下の３点があげ

られる。 
第一に，人間関係の形成が促進されることである。

これは，二つの取組において，取組中生徒たちが「気

持ちいい？」と尋ねると，「気持ちいい」と応えるや

りとりや，する側とされる側の生徒がそれぞれ相手の

ペースに合わせた身体を通した関わりができていた。

以上のことからも第一の有用性が示唆されるのではな

いかと考えられる。 
第二に，する側もされる側の両方の生徒のリラクセ

ーションや情緒の安定に寄与できることである。これ

は，「ASD 生徒とダウン症生徒とのペアでのうつ伏せ

体操の取組」において，する側もされる側の両方の生

徒の取組前よりも取組後の心拍数が低下したことや，

取組中及び全取組終了後の生徒たちの「気持ちいい」

の感想，取組中一度もその場を離れずに落ち着いて取

り組めていた。以上のことからも第二の有用性が示唆

されるのではないかと考えられる。 
第三に，取組終了後，次の活動へスムーズな移行が

期待できることである。これは，「ASD 生徒とダウン

症生徒のペアでのうつ伏せ体操と机運びの取組」にお

いて，うつ伏せ体操終了直後に ASD 生徒もダウン症生

徒も主体的に机運びに取り組むことができていた。こ

のことからも第三の有用性が示唆されるのではないか

と考えられる。 
また，うつ伏せ体操の取組では，比較的小さな落ち

着けるような空間があればどこでも取り組めることが

できる。本研究では紹介しなかったが，教員が不登校

生徒の自宅に訪問し，うつ伏せ体操に取り組むことに

より，情緒の安定やコミュニケーションの向上に繋が

ったこともあった。また，上記の三つの有用性からも，

うつ伏せ体操では，外界（外部）からの身体接触（触

覚刺激）を取り入れることにより，体内環境を整え，

学習効率や行動を制御していくひとつの有用な取組で

あることが示唆されたと考えられる。 
 今後の課題として，ASD 生徒とダウン症生徒のペア

だけではなく，健常児も含め異なる障害種別のうつ伏
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せ体操のペアも検討していきたい。また，今回身体へ

の負担も考慮し５分間の取組としたが，取組開始から

どのくらいの時間まで効果が持続するのか検証するこ

とも検討していきたい。 
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